
 

様式C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21年 5月 1日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学 ・ 自然災害科学 
キーワード：火山，防災，リモートセンシング，東アジア，Web 
 
１．研究計画の概要 
 衛星の赤外画像を使って、東アジアの主要 
な活火山を準リアルタイム観測するシステ
ムを構築し、得られた情報を各地域の火山防
災に利用する仕組みをつくる。また、熱異常
の時間変化パターンの解析から、噴火推移の
類型化を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでに、研究の主目的である「MODIS
データ処理システム」および「MTSAT デー
タ処理システム」を立ち上げることができた。 
とくにMTSATに関しては、独自に受信設備 
を設置・運用することでリアルタイム性の高
いシステムを構築することができた。これら
のデータの解析結果に関しては、Webサイト
（ http://vrsserv.eri.u-tokyo.ac.jp/REALVO
LC）を通じて広く公開している。一方、得ら
れたデータの解析も進めつつあり、2006 年
末～2007 年にかけてカムチャツカ半島のク
リチェフスコイ、シヴァルチ、カリムスキー
で同時噴火・活動活発化が起きていることを
MODIS のデータから見出し、その時期や活
動状況の確認を行った。また、MTSAT の観
測から、これらは 24 時間間隔で噴火したこ
ともわかった。この同時噴火・活発化のメカ
ニズムを調べるため、「だいち」の SAR画像
の干渉解析を行ったが、積雪の影響が強く、
結果を得ることができなかった。一方、衛星
画像により活火山のデータベース化も進め、
千島諸島南部に分布する主要活火山の地質
判読を行い、地質図と形成史の推定を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
現在までにシステムの構築と約２年間に
渡る試験運用を行った。システムの不備や故
障等が起きたものの、観測を続けることがで
きている。これらのことから、主目的である
東アジア活火山の準リアルタイム観測シス
テムの構築を行うことができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究機関中、東アジア地域で大きな噴火が
なく、噴火の統合的解析の機会はなかった。
残された期間でその機会を捉え解析を行う。
また,これまでの観測システムの運用で、カム
チャツカ半島、インドネシア等で、中小規模
解析に取り組む。研究の終盤に差し掛かって
いるため、全体のまとめを急ぐ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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